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を対象とした。対象者の属性は表 1 の通りである (3)。調査を実施した授業は、1年生対象の平成 29





















1年 2年 3年 4年       
212 201 205 342       
性別 
男 女           
482 477           
所属学部 
教育 理 文 総合 生物生産 法   
750 129 47 22 4 1   
免許取得予定校種 
小学校 中学校 高等学校         
97 753 879         
免許取得予定教科 
国語 数学 社会 理科 英語 保健体育 美術 
155 107 123 160 110 65 46 
音楽 家庭 技術 情報 工業 その他   
65 74 20 18 8 1   
































  回答 １ ２ ３ ４ ５ 
A1 社会的に尊敬される仕事だ 0.7 7.1 24.0 49.6 18.0 
A2 経済的に恵まれた仕事だ 3.0 21.8 32.6 35.9 6.1 
A3 ストレスの多い仕事だ 0.7 0.8 3.8 28.2 66.0 
A4 休日も休めない仕事だ 0.7 1.6 8.3 37.5 51.5 
A5 高度な専門的知識が必要な仕事だ 0.6 1.8 8.0 37.8 51.4 
A6 仕事の範囲がはっきりしない仕事だ 0.8 3.5 10.6 36.1 48.5 
A7 体力のいる仕事だ 0.2 0.3 4.0 28.1 67.0 
A8 児童生徒と接する喜びのある仕事だ 0.4 1.1 4.6 33.1 60.3 
A9 他の職業に比べてやりがいのある仕事だ 0.6 2.6 24.4 35.7 36.1 
B1 常に児童生徒のことを考えているべきだ 0.3 5.9 14.8 48.9 29.6 
B2 児童生徒のニーズを最優先にするべきだ 0.5 6.9 25.9 47.5 18.5 
B3 児童生徒の為なら休みを返上して働くべきだ 11.8 27.7 36.8 18.2 5.1 
B4 自分の家庭よりも児童生徒を優先すべきだ 22.4 36.7 32.4 5.8 2.1 
B5 児童生徒には厳しく接するべきだ 2.4 15.3 46.7 31.0 3.5 
B6 児童生徒の気持ちを理解するべきだ 0.1 0.5 4.7 34.5 59.4 
B7 保護者のニーズに応えるべきだ 1.5 7.9 27.5 52.0 10.7 
B8 地域と連携するべきだ 0.4 1.6 9.6 52.5 35.3 
B9 勤務時間以外に児童生徒のことに対応する必要はない 9.8 44.0 30.4 10.7 4.5 
B10 職務に忠実であるべきだ 0.2 1.9 8.9 45.8 42.5 
B11 部活動には毎日出るべきだ 10.5 23.6 34.4 23.8 7.0 
B12 社会的な常識を身につけるべきだ 0.2 0.3 2.3 19.9 76.4 
B13 品行方正であるべきだ 0.0 1.1 7.4 33.2 57.5 
B14 社交的であるべきだ 0.1 2.1 8.4 38.1 50.5 
B15 事務処理能力が必要だ 0.3 2.0 9.7 48.6 38.8 
B16 海外の教育動向について理解しておくべきだ 0.6 6.9 22.4 51.4 18.1 
B17 社会情勢について理解しておくべきだ 0.3 0.4 4.1 40.8 53.8 
B18 児童生徒の健康や保健に関する知識が必要だ 0.0 0.3 3.6 36.0 59.4 
B19 危機管理（児童生徒の安全等）に関する知識が必要だ 0.0 0.0 2.2 27.6 69.6 
※1 数値は割合      
※2 回答は１＝「全くあてはまらない」、２＝「あまりあてはまらない」、 
 
  ３＝「どちらともいえない」、４＝「少しあてはまる」、５＝「とてもあてまはる」 
 








1 年次に比べ 2 年次以降はB1「常に児童生徒のことを考えているべきだ」、B3「児童生徒の為な
ら休みを返上して働くべきだ」、B4「自分の家庭よりも児童生徒を優先すべきだ」で有意に得点が下
がった。また、A8「児童生徒と接する喜びのある仕事だ」A9「他の職業 
表3 分散分析と多重比較（質問は表 2に対応） 
質問 1年 2年 3年 4年 分散分析 多重比較 
A1 3.85 (0.85) 3.74 (0.87) 3.76 (0.85) 3.76 (0.84)   1>2 
A2 3.24 (0.92) 3.18 (1.00) 3.09 (0.96) 3.27 (0.94)     
A3 4.48 (0.69) 4.66 (0.58) 4.61 (0.67) 4.60 (0.72)     
A4 4.15 (0.79) 4.40 (0.76) 4.54 (0.67) 4.41 (0.78) *** 2,3,4>1 
A5 4.48 (0.75) 4.21 (0.78) 4.39 (0.77) 4.41 (0.74) ** 1,4>2 
A6 3.90 (0.98) 4.37 (0.75) 4.33 (0.85) 4.44 (0.77) *** 2,3,4>1 
A7 4.59 (0.61) 4.58 (0.62) 4.62 (0.61) 4.66 (0.57)     
A8 4.61 (0.63) 4.42 (0.67) 4.56 (0.62) 4.51 (0.74) * 1>2 
A9 4.17 (0.87) 3.92 (0.88) 4.10 (0.87) 4.01 (0.87) * 1>2 
B1 4.28 (0.73) 3.85 (0.92) 4.05 (0.82) 3.95 (0.84) *** 1>2,3,4 
B2 3.93 (0.77) 3.67 (0.81) 3.78 (0.91) 3.73 (0.87) * 1>2,4 
B3 3.14 (0.91) 2.88 (1.01) 2.69 (1.09) 2.53 (1.04) *** 1>2,3,4、2>4 
B4 2.60 (0.89) 2.32 (0.87) 2.20 (0.95) 2.11 (0.98) *** 1>2,3,4 
B5 3.25 (0.77) 3.09 (0.78) 3.20 (0.85) 3.19 (0.85)     
B6 4.58 (0.58) 4.49 (0.65) 4.53 (0.61) 4.54 (0.64)     
B7 3.55 (0.84) 3.54 (0.84) 3.62 (0.85) 3.74 (0.81) * 2>4 
B8 4.19 (0.69) 4.08 (0.73) 4.27 (0.67) 4.28 (0.72) * 3,4>2 
B9 2.35 (0.89) 2.39 (0.89) 2.63 (0.99) 2.74 (0.99) *** 3,4>1,2 
B10 4.17 (0.78) 4.13 (0.74) 4.31 (0.74) 4.46 (0.63) *** 4>1,2 
B11 3.14 (1.05) 3.07 (1.08) 2.85 (1.12) 2.76 (1.06) *** 1>3,4、2>4 
B12 4.77 (0.45) 4.73 (0.52) 4.75 (0.54) 4.71 (0.59)     
B13 4.53 (0.67) 4.43 (0.73) 4.43 (0.76) 4.51 (0.62)     
B14 4.43 (0.69) 4.27 (0.76) 4.37 (0.74) 4.42 (0.75)     
B15 4.36 (0.65) 4.18 (0.74) 4.15 (0.80) 4.27 (0.73) * 1>3 
B16 3.88 (0.88) 3.76 (0.82) 3.71 (0.83) 3.83 (0.82)   
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B17 4.49 (0.63) 4.46 (0.57) 4.46 (0.71) 4.50 (0.61)     
B18 4.61 (0.56) 4.43 (0.63) 4.57 (0.56) 4.59 (0.57) ** 1,4>2 
B19 4.69 (0.49) 4.65 (0.52) 4.65 (0.54) 4.70 (0.51)     
※1 (  )内の数値は標準偏差        
※2 ***：p.<0.001、**：p.<0.01、*：p.<0.05    















加えて、B11「部活動には毎日出るべきだ」についても、（2 年と 3 年の間では有意ではないもの
の）1年・2年生よりも4年生で有意に得点が下がっている。部活動は教員の仕事範囲の広さ・曖昧
さや多忙の代表的な存在とされるが、職務の実態を知るにつれて、職務を超えることは行わない・






























































































付記：本報告は第 26 回大学教育フォーラム（2020 年 3 月 19 日）部会 31 で発表した成果を一部含
んでいる。 
 
 
 
